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これまでの経緯・現状（環境省）

近年、リチウムイオン電池が原因となる火災が全国で増加しており、
令和５年度には、市町村において８，５４３件の火災事故等が発生して
いる。火災事故等により、廃棄物処理施設が稼働停止し、廃棄物処理が
滞る場合には、その地域の生活環境保全上の支障等に大きな影響を及ぼ
すこととなる。
こうした中、リチウムイオン電池等の分別回収を行っている市町村は、
令和５年度において全国で７５％に留まっており、各市町村においてリ
チウムイオン電池等の分別回収及び適正処理を更に徹底していく必要が
ある。このことから、環境省は令和７年４月１５日付で、自治体に対し
リチウムイオン電池対策を実施するよう通知を発出した。
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これまでの経緯・現状（豊山町）

本町では、これまでリチウムイオン電池について、処理ルートが確立
されていなかったため、分別回収を実施していない。町内の一部回収協
力店においては回収が可能な場合もあるが、膨張したものや海外製で品
質の悪いものなど、回収できない電池も多く存在している。
また、令和７年４月からプラスチック資源の一括収集を開始している
が、その中にリチウムイオン電池が混入すると、発熱や発火といった重
大な事故につながりかねない。
このような状況の中、今年度に入り収集運搬業者などと回収ルートの
確保に向けた調整を行ってきた結果、回収から処理までの一連のルート
が確立できたため、令和８年４月からリチウムイオン電池等を含む電池
類の分別収集を開始することとした。
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収集品目
破砕処理施設やごみ収集車での火災事故を防止するため、次の電池
類を一括で収集します。
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※スリーアローマークが
ないものも収集します。



収集対象とならないもの
次のものは、今回の収集対象外です。

・事業活動により排出された電池類
⇒産業廃棄物

・スマートフォン、スマートウォッチなどの電子機器
⇒金物類

・自動車用バッテリー等の鉛蓄電池
⇒専門業者

など
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収集日・排出場所
・収集日
可燃ごみと同日、週２回

第１地区:毎週火曜日・土曜日

第２地区:毎週月曜日・金曜日

・排出場所
可燃ごみと同様、朝８時３０分までに、可燃ごみ袋を出す場所と

同じ場所へ排出する。 5



排出方法
電池類を排出する際の手順
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排出の際の注意事項

・電池類を可燃ごみ袋に混入しないようにする。

・小さな袋で出すと見落とされる恐れがあるため、袋に
「電池」と表示する、カゴに入れて出すなど、袋の存在
が目立つように出してもらう。

・公共施設や町内家電量販店等に設置している乾電池回収
ボックスは、今回の制度開始に伴い令和８年３月で撤去
する。
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周知方法・スケジュール
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・令和８年１月から、広報とよやま、町公式SNS、
ホームページ等で住民へ周知する。

・令和８年２月から、乾電池回収ボックス設置場所
にてポスターを掲示をするなどして周知する。

・令和８年４月から、リチウムイオン電池を含む
電池類の分別収集を開始する。


